






木材防腐剤ロットチェックの殺菌試験に就いて

布 村 昭 夫          
本 江   満          

  近年吋材の輸出が旺んになるにつれ、特に西欧向の場合に、多く輸送中に発生する腐れ、
黴が問題になって来ている。今回は、これの防止剤として、最近市販され始めたロットチ
ェック(Frisco.Co.製品)の防腐効果に就いての試験を依頼され、その第一段階として、殺菌
効力試験を行って見たので、以下簡単にその結果に就き述べることとする。
  此の際勿論、この試験の結果だけを以て、効力の適否を判定することは、甚だ危険であ
って、この試験に引き続き行っている防腐効力試験及び防黴試験その他の結果を待たなけ
れば、最終的な効力に対する結論は出し得ないと思う。

写真 1

  試験方法としては、先ず麦芽寒天培養液を作り、これに液状ロットチェック(溶媒、石油
エーテル)0.1、0.2、0.5％を、少量のアラビヤゴムを用いて分散添加した後、ぺトリ皿に分
注し、この中心に代表的な木材腐朽菌であるワタグサレタケを植付けた後、 (写真 1 参
照)28℃、7 日間の培養を行い、此の間における培養日数と菌の生長(菌叢直径の大小により
判定)の関係を検べ、如何なる濃度において始めて菌の生長が阻止されるか、又は菌が死滅
するかと云う点を観察した。
  尚この際、同時に、今日の代表的な防腐剤である、P.C.P.及び P.C.P ナトリウム塩に就い
ても、同様の試験を行ってそれ等とその効力を比較した。
  試験結果は次の通りである。

  第一図  ロットチェック♯1  殺菌効力試験

  第二図  ロットチェック♯4  殺菌効力試験

  第一図、第二図は、夫々ロットチェック♯1 及び♯4 の各濃度における培養日数と菌の生
長との関係である。



  第三図  P.C.P.殺菌効力試験

  第四図  P.C.P.ナトリウム塩殺菌効力試験

  第三図、第四図は夫々P.C.P.及び P.C.P.ナトリウム塩に就いてである。
  第五図は、第一図より第四図までの結果を、棒グラフにまとめたものである。

  第五図  薬剤濃度と菌の生長

    通常 P.C.P.及び P.C.P.ナトリウム塩の Killing Point(菌を死滅さす薬剤濃度、重量％)は
0.005 及び0.006であり、Inhibition Point(菌の発育を阻止し得る薬剤濃度、重量％)は、0.002
及び 0.004 であるとされている。

  写真 2.  ロットチェック殺菌効力試験

  写真 3.  P.C.P.ナトリウム塩殺菌効力試験
  (注)  写真中、円形白色部はワタグサレダケ菌叢

  今回の試験では、第五図及び写真 2、写真 3 より判る如く、ロットチェック♯1、♯4 で
は、共に 0.1 より 0.2 に移る時、若干の発育阻止が見られ、0.4 より 0.5 に移る時、明らか
な阻止が見られる。この事から 0.5％が I.P.に相当すると思われる。(写真 2 参照)


